
 

令和 2 年度 事業計画 

（令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日） 

 

公益社団法人自彊術普及会 

I 事業の内容 

公１ 普及促進事業 

 １．指導講習会の実施(定款第 4 条第 1 項(1)) 

(1) 全国 5 総支部及び 58 支部の指導管理の下、本部直轄の講習会、公的機関・各種カルチャー

センターの要請による受託講習会、有資格者主宰の講習会など、全国各地で約 5,000 の教

場が常設され、普及活動が実施される。 

(2)  ボランティア活動の実施 

介護施設や身障者施設へのボランティア活動も各支部で行う。 

 

 ２．指導者養成及び資格・称号の授与(定款第 4 条第 1 項(2)) 

「自彊術」を後世に永くかつ正確に継承するために、また安全かつ適切な指導による自彊術体

操の普及を確保するために、その原点である療法と体操を基礎から学ぶ研修会を実施し、その

修練と研鑽による技量に応じて指導者資格を認定授与する。 

(1) 指導者養成特別研修会（『指導者資格・称号の授与等に関する規程』第 5 条） 

■本部研修会 

 「準師範等研修会」に於ける検証・確認事項を、正会員をはじめとする現役指導者及び資

格取得を目指す者に直接伝える研修を行う。安全かつ適切な指導を全国的に維持・確保す

る重要な研修会である。 

① 「本部研修会 in 熱海」(全国の各支部の中核となる指導者を目指す人を対象とする) 

第 109 回 令和 2 年 4 月 10 日～11 日 

 指導者 師範 3 名・準師範 1 名・奥伝 2 名 

 受講対象者 中伝取得者、中伝を目指す者 計 100 名 

第 110 回 令和 2 年 6 月 19 日～20 日 

 指導者 師範 3 名・準師範 1 名・奥伝 2 名 

 受講対象者 中伝取得者、中伝を目指す者 計 100 名 

第 111 回 令和 2 年 10 月 23 日～24 日 

 指導者 師範 3 名・準師範 1 名・奥伝 2 名 

 受講対象者 中伝取得者、中伝を目指す者 計 100 名 

 

② 「シニア本部研修会 in 熱海」(68 歳以上の、指導者を目指す人を対象とする) 

第 14 回 令和 2 年 10 月 21 日～22 日 

 指導者 師範 3 名・準師範 1 名・奥伝 2 名 

 受講対象者 68 歳以上の指導者を目指す者 計 100 名 

 



 

③ 本部道場研修会 

 本会及び関東地区等の中核となる指導者養成のために、年 10 回を 1 タームとする基

準をもって実施する。 

 

■総支部指導者養成所研修会 

各支部の中核となる指導者養成のために、総支部に於いて年 10 回を 1 タームとする基

準をもって実施する。 

総支部名 実施会場 

東北総支部 福島市霞町 福島市市民会館 

神奈川県総支部 本部道場 

中部総支部 名古屋市 アイリス愛知 

関西総支部 吹田市  さんくすホール 

九州・中国総支部 福岡市  警固神社 

九州・中国総支部 北九州市 菅原神社 

 

■地方特別研修会 

各支部の中核となる指導者養成のために各支部の要請に応じて本部より講師を派遣し、 

年１回随時実施する。 

実施日程 実施支部 会 場 実施日程 実施支部 会 場 

 4 月 22 日・23 日 富士北麓支部 宝鏡寺空手道場  ７月 14 日・15 日 
千葉県稲毛・練馬・大
宮南支部合同 

本部道場 

 5 月 19 日・20 日 
熊谷・春日部・千葉
県流山支部合同 

本部道場  ７月 21 日・22 日 大宮支部 本部道場 

 5 月 22 日・23 日 立川・甲府支部合同 ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ奥多摩園  ７月 28 日・29 日 
立川朝日・東松山・春
日部北支部合同 

本部道場 

 5 月 23 日・24 日 大阪府支部 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾘｿﾞｰﾄ大阪  9 月 1 日・ 2 日 神奈川県総支部合同   本部道場 

 5 月 26 日・27 日 
千葉県柏・板橋・越
谷支部合同 

本部道場  9 月 1 日・ 2 日 九州・中国総支部合同          警固神社 

 5 月 30 日・31 日 
わかやま県・大阪東
支部合同 

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾘｿﾞｰﾄ大阪  9 月 15 日・16 日 
川越・千葉県・新宿朝
日・春日部南支部合同 

本部道場 

 6 月 2 日・ 3 日 千葉県成田支部 本部道場  9 月 29 日・30 日 
むさし野・小平支部合
同 

本部道場 

 6 月 7 日・ 8 日 北海道支部 
ANA ｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ札
幌 

10 月 1 日・ 2 日 豊川支部 豊川市民ﾌﾟﾗｻﾞ 

 6 月 7 日・ 8 日 東北総支部合同              飯坂温泉 摺上亭大鳥 10 月 3 日・ 4 日 
京都府・奈良県支部合
同 

京都平安ﾎﾃﾙ 

 6 月 13 日・14 日 東京北支部 本部道場 10 月 31 日・11 月 1 日 
滋賀県・京都洛中支部
合同 

京都平安ﾎﾃﾙ 

 6 月 13 日・14 日 
豊橋・静岡県支部合
同 

ﾛﾜｰｼﾞﾙﾎﾃﾙ豊橋 11 月 2 日・ 3 日 
名古屋・名古屋中支部
合同 

ｱｲﾘｽ愛知    

 ７月 11 日・12 日 兵庫県支部 ｼｰﾊﾟﾙ須磨  1 月 16 日・17 日 沖縄支部 ﾕｲﾝﾁﾎﾃﾙ南城 

 

 



 

(2) 上級指導者研修会（『指導者資格・称号の授与等に関する規程』第 6 条） 

奥伝資格以上の指導者を対象とし、その指導技術、徳育(自彊術の精神)の更なる涵養を図

り、後進指導者に対する養成力を培うと同時に、自彊術体操を日本の一文化として後世に伝

承する気概を持つ人材を養成することを目的とする。 

 

①  準師範等研修会(31 動、療法に関する技術、指導法、その他、指導上の要点の検証及び 

確認をすることにより、指導の全国的統一性、均質性を確保する重要な研修会である。) 

沖縄県：令和 3 年 1 月予定 

② 奥伝研修会 

 (i)選抜奥伝研修会(将来、指導者養成特別研修会の講師となる者を養成することを目的 

  とし、その候補者約 30 名は本部が選出する。) 

  本部道場：令和 2 年 4 月 14 日、10 月 6 日 

 (ii)奥伝会(広く奥伝資格者を対象とする。) 

   沖縄県：令和 3 年 1 月予定 

③ 支部長研修会 

本部道場：令和 2 年 4 月 14 日、10 月 6 日 

 

(3) 資格・称号の授与（定款第４条第 1 項（2）） 

初伝 4 月･7 月･10 月･令和 3 年 1 月 

中伝 8 月  

奥伝 6 月 

 

  

公２ 普及啓発事業 

１．自彊術に関する調査研究(定款第 4条第 1項(3)) 

  自彊術体操実践者に対し、各種アンケート及び体力測定などの追跡調査を実施する。また、

本部道場講習会の受講生を対象に、自彊術実施前後の酸素飽和度の変化を「パルスオキシメー

ター」により調査し、将来大学医学部研究室への資料提供により、自彊術の有効性を実証する

ことを目的とする。 

 

２．自彊術に関する刊行物等の発行(定款第 4 条第 1 項(3))  

① 機関紙『自彊の友』の発行 

故 近藤医学博士による「自彊術」の医学的根拠・効能に関する講義、受講者の体験談、普

及活動の現状、免状取得者の氏名、事業計画の伝達等を掲載して自彊術体操の優秀性・合理

性を社会に啓発することを目的とする。 

 

② リーフレットの配布 

リーフレットには、「自彊術」の歴史と効能、地域ごとの開催場所や主宰者名が記載されて

いる。 

 



 

③ 『自彊術の栞』の配布 

栞には、「カリキュラム」、「自彊術の心得」とともに、本会への入会に必要な事項が記載さ

れている。 

   ④『公益法人化 10 周年記念誌』の刊行 

 

  ３．webによる情報の公開(定款第 4 条第 1 項(3)) 

公益法人に要求される情報公開への対応及び社会への普及啓発のために、更なる充実を図る。 

 

４．公開講演会の実施(定款第 4 条第 1 項(4)) 

 会員の啓発及び一般の方々への自彊術啓発を目的として、6 月に講演会を実施する。 

 杉本八郎 先生 (薬学・脳科学者、同志社大学教授、アルツハイマー型認知症治療薬開発) 

 

  ５．周年記念行事の実施(定款第 4 条第 1 項(4)) 

     40周年 千葉県支部・横浜支部 10周年 東松山支部・福岡南支部 

        

 

６．海外文化交流事業の実施(定款第 4 条第 1 項(4)) 

世界情勢に鑑み、指導者の派遣などの積極的な海外文化交流事業は下記(1)(2)を除き当分控 

える。 

  (1)ワシントン教室 

   中伝資格免状授与のため、2 名の派遣を予定している。また、研修会参加のため 5～6 名の 

来日が予定されている。 

  (2)台湾教室 

   月 1 回の講師派遣を予定している。 

 

７．近藤芳朗記念館における展示(定款第 4 条第 1 項(3)) 

 自彊術体操の誕生・発展・衰退、そしてその復興の歴史に関する資料の収集と展示を通じて、

自彊術の技術的・精神的優秀性を啓発することを目的とする。 

・事務局就業時間中、一般の方も常時見学出来る。(要予約) 

・入館料は無料。 

 

II その他 

１．会議(定款第３章以下および４章以下) 

  (1) 総 会 決算総会  令和 2 年 6 月 10 日 

予算総会  令和 3 年 3 月 

 

  (2) 理事会 決算理事会 令和 2 年 5 月 14 日 

予算理事会 令和 3 年 2 月 

 



 

 (3) 総支部長会議 

 

 

 (4) 各支部主催教室長会議 随時開催 

   各支部内のさまざまな問題の検討・調整・決定を行う。 

 

 

＜付 記＞ 

元会長医学博士近藤芳朗が法人設立の精神の一つとして「各人の能力に応じた、医学的解析を経

た適切な運動を実施することが、究極の予防医学の大きな柱となり、健康で豊かな一生・豊かな社

会の実現に資することになる」と常々説いていたことを忘れてはならない。この精神を踏まえ、広

く社会に貢献する自彊術普及会会員の自覚をもって、令和 2 年度の事業計画を全会員が協力して推

進したいものと考える。 

 

 

 

 



普及促進事業
(公　１）

普及啓発事業
(公　２）

共　通 小　計

Ⅰ一般正味財産増減の部

　１　経常増減の部

　(1) 経常収益

　　①基本財産運用益 0 0 120,000 120,000 0 120,000

　　　基本財産受取利息 0 0 120,000 120,000 0 120,000

　　②特定資産運用益 0 0 20,000 20,000 0 20,000

　　　特定資産受取利息 0 0 20,000 20,000 0 20,000

　　③受取会費 0 0 88,515,000 88,515,000 88,514,000 177,029,000

　　　正会員受取会費 0 0 3,305,000 3,305,000 3,305,000 6,610,000

　　　賛助会員受取会費 0 0 85,210,000 85,210,000 85,209,000 170,419,000

　　④事業収益 99,160,000 0 0 99,160,000 0 99,160,000

　　  講習会等実施事業収益 11,589,000 0 0 11,589,000 0 11,589,000

　    指導者養成事業収益 69,496,000 0 0 69,496,000 0 69,496,000

　　  資格等授与事業収益 18,075,000 0 0 18,075,000 0 18,075,000

　　⑤受取寄付金 0 0 685,000 685,000 0 685,000

　　　受取寄付金 0 0 685,000 685,000 0 685,000

　　⑥雑収益 0 0 0 0 9,059,000 9,059,000

　　　総会・懇親会会費 0 0 0 0 9,059,000 9,059,000

　　　受取利息 0 0 0 0 0 0

　　　その他雑収益　　　　　　 0 0 0 0 0 0

　　　経常収益計 99,160,000 0 89,340,000 188,500,000 97,573,000 286,073,000

　(2) 経常費用

　　①事業費 147,939,000 67,403,000 0 215,342,000 0 215,342,000

  役員報酬 16,070,000 6,702,000 22,772,000 22,772,000

  給料手当 23,992,000 4,519,000 28,511,000 28,511,000

  臨時雇賃金　　 4,341,000 0 4,341,000 4,341,000

  報酬謝金 26,909,000 480,000 27,389,000 27,389,000

  役員退職慰労引当金繰入額 866,000 342,000 1,208,000 1,208,000

  退職給付費用 547,000 89,000 636,000 636,000

  退職給付金 410,000 0 410,000 410,000

  法定福利費 2,794,000 512,000 3,306,000 3,306,000

  会議費 7,847,000 701,000 8,548,000 8,548,000

  会場費 0 802,000 802,000 802,000

  研修会場費 19,007,000 0 19,007,000 19,007,000

  旅費交通費 15,366,000 3,215,000 18,581,000 18,581,000

  通信運搬費 2,595,000 7,073,000 9,668,000 9,668,000

  減価償却費 6,101,000 1,226,000 7,327,000 7,327,000

  消耗品費 3,092,000 1,944,000 5,036,000 5,036,000

  修繕費 1,987,000 0 1,987,000 1,987,000

  印刷製本費 1,975,000 10,256,000 12,231,000 12,231,000

　渉外費 345,000 39,000 384,000 384,000

令和2年度 収支予算書
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

合　計

公益社団法人 自彊術普及会                                                                                                   (単位:円）

法人会計科　　　　目

公益目的事業会計



普及促進事業
(公　１）

普及啓発事業
(公　２）

共　通 小　計
合　計法人会計科　　　　目

公益目的事業会計

  光熱水料費 1,150,000 192,000 1,342,000 1,342,000

  リース料 296,000 131,000 427,000 427,000

  保険料 363,000 145,000 508,000 508,000

  諸謝金 40,000 1,775,000 1,815,000 1,815,000

  租税公課 4,978,000 346,000 5,324,000 5,324,000

  インターネット費 0 269,000 269,000 269,000

  支払手数料 274,000 22,000 296,000 296,000

  委託費 3,601,000 660,000 4,261,000 4,261,000

  事務委託費 1,787,000 25,705,000 27,492,000 27,492,000

  雑費 1,206,000 258,000 1,464,000 1,464,000

　　②管理費 0 0 0 0 39,142,000 39,142,000

  役員報酬 8,058,000 8,058,000

  給料手当 7,563,000 7,563,000

  役員退職慰労引当金繰入額 447,000 447,000

  退職給付費用 121,000 121,000

  法定福利費 1,599,000 1,599,000

  福利厚生費 472,000 472,000

  会議費 8,532,000 8,532,000

  会場費 1,406,000 1,406,000

  旅費交通費 452,000 452,000

  通勤費 1,250,000 1,250,000

  通信運搬費 1,155,000 1,155,000

  減価償却費 957,000 957,000

  什器備品費 726,000 726,000

  消耗品費 242,000 242,000

  修繕費 158,000 158,000

  印刷製本費 315,000 315,000

  渉外費 263,000 263,000

  光熱水料費 477,000 477,000

  リース料 96,000 96,000

  保険料 29,000 29,000

  諸謝金 20,000 20,000

  租税公課 801,000 801,000

  支払寄付金 14,000 14,000

  支払手数料 106,000 106,000

  委託費 2,871,000 2,871,000

  雑費 1,012,000 1,012,000

　経常費用計 147,939,000 67,403,000 0 215,342,000 39,142,000 254,484,000

　  評価損益等調整前当期経常増減額 -48,779,000 -67,403,000 89,340,000 -26,842,000 58,431,000 31,589,000

　 評価損益等計 0 0 0 0 0 0

　当期経常増減額 -48,779,000 -67,403,000 89,340,000 -26,842,000 58,431,000 31,589,000

　２　経常外増減の部

　　(1)経常外収益

　　　　経常外収益計 0 0 0 0 0 0



普及促進事業
(公　１）

普及啓発事業
(公　２）

共　通 小　計
合　計法人会計科　　　　目

公益目的事業会計

　　(2)経常外費用

　　　　経常外費用計 0 0 0 0 0 0

　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0

  他会計振替前当期一般正味財産増減額 -48,779,000 -67,403,000 89,340,000 -26,842,000 58,431,000 31,589,000

        他会計振替額 0 0 26,842,000 26,842,000 -26,842,000 0

　  当期一般正味財産増減額 -48,779,000 -67,403,000 116,182,000 0 31,589,000 31,589,000

　　一般正味財産期首残高 509,375,617 351,028,803 860,404,420

　　一般正味財産期末残高 509,375,617 382,617,803 891,993,420

Ⅱ　指定正味財産増減の部

     一般正味財産への振替額 0 0 0

     当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　指定正味財産期首残高 30,000,000 0 30,000,000

　　指定正味財産期末残高 30,000,000 0 30,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 539,375,617 382,617,803 921,993,420



自　令和2年 4月 1日 Ａ００４７４１

至　令和3年 3月31日 公益社団法人　自彊術普及会

（１） 資金調達の見込みについて

当期中における借入れの予定の有無の記載、

借入れ予定がある場合はその借入先、金額、使途等

　　　　□　　有り　　　　　　R　　無し

借 入 先

（２） 設備投資の見込みについて

当期中における重要な設備投資（除却又は売却を含む。）の予定の有無の記載、

設備投資の予定がある場合にはその内容等

　　　　□　　有り　　　　　　R　　無し   ☑　　無し　　

設備投資の内容

事業年度
法人コード

法人名

資金調達及び設備投資の見込みについて

借入先の予定　　　　　　　：

事業番号 金　額 使　途

公　１
普及促進事業

公　２
普及啓発事業

公　２
普及啓発事業

設備投資の予定　　　　　　：

事業番号
支出又は収入の予定額
　　　　　　　　（単位：円）

資金調達の方法又は
取得資金の使途

公　１
普及促進事業
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